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	整理番号
	


平成26年度「国費外国人留学生の優先配置を行う特別プログラム」申請書（大学院）
(※文部科学省のホームページから様式をダウンロードして、作成してください)
【１．申請大学の概要】
	①設置形態
	１　国立　　　２　公立　　　３　私立

	②大学名
  学長名
	
	（大学番号）

	③所在地
	〒

	④事務担当者
　連絡先
	所属部局・職名
	

	
	担当者氏名
	
	e-mailｱﾄﾞﾚｽ
	

	
	電話・FAX番号
	


【２．プログラムの概略】
	①研究留学生配置実績
	１　あり　２　なし

	②プログラムの名称
	


	③申　請　分　野
	１　人文学・社会科学系　　　２　自然科学系　　　３　総合・複合系

	④具体の研究分野など
	

	⑤対象とする国・地域
	

	⑥プログラムの概要及
　び特色（簡潔に記入し
　てください。）
	

	⑦プログラムの形態
	

	⑧交流形態・受入体制
	

	⑨実施研究科・専攻
	              　　　　　研究科　　　　　　　　　　　専攻

	
	（所在地）

	⑩連携大学・研究科等
（ある場合のみ）
	

	⑪受入れ学生予定数
	           人
（うち優先配置希望人数：　　　　人）
（うち私費外国人留学生等数：　　　　　人）

（うち日本人学生数：　　　　　　人）

	⑫担当教員数
	 合計        人 （うち専任：　　人、兼担：　　人、非常勤：　　人）

	⑬研究科・学部長名
	所属部局・職名

	
	研究科・学部長名

	⑭プログラムマネージャー名
	所属部局・職名

	
	氏名


【３．プログラムの目的と、中長期的に目指す成果】
	○　どうして国費外国人留学生が必要なのか

○　途上国等の支援（対象国への波及を成果とするプログラム）、高度人材の獲得（我が国への波及を成果とするプログラム）いずれを目的とするか、もしくは両者の混合か
○　分野、対象国・対象地域はどこか（特定の対象国・対象地域を設けない、すなわち国や地域を問わない場合は、その旨とその理由を記載してください）

○　プログラムが対象とする研究分野のニーズ（我が国もしくは相手国にとって）、対象国・対象地域のニーズ（我が国やプログラム実施大学がそれらの国・地域から留学生を受け入れる意義、もしくはそれらの国やその機関が、申請プログラムに優秀な留学生を送り出す意義）、留学生のニーズを、どのように捉えるか（その根拠やニーズを判断・把握する手法も含めて）
○　求める人材像、受入れ留学生のキャリアパスのビジョン

○　プログラム修了者をどのように活用していくか

○　中長期的（５年単位）に目指す成果

等について具体的に記入してください



【４．プログラムの具体的内容】
	○　どのような特色があるか

○　プログラムの目的に適う留学生を選考・採用する仕組み

○　プログラムの目的に適うカリキュラム・指導内容、指導体制、使用言語

○　修了後の留学生のフォローアップ

○　日本人学生との共同学習・研究の取組

○　プログラムの実施・評価の体制

　等について具体的に記入してください。




【５．留学生の在学状況等】
	①在学留学生数
	　　　　　　　　　　　人（平成26年5月1日現在）

	②留学生の在学状況
（国費、私費ともに各年度5月1日現在）
	
	平成24年度
	平成25年度
	平成26年度

	
	国費外国人留学生数
	人
	　　　　人
	　　　　人

	
	私費外国人留学生数
	　　　　人
	人
	　　　　人

	
	除籍・退学者数
（除籍・退学の主な理由）
	         　　　　人（平成23～25年にかけて）
（                                        ）

	③大学等間交流
　協定実施状況
	


【６．既設のコースについて（これまで特別プログラムに採択されたもの、留学生受入れの取組みなど）】
	①開設年度等
	   　年度
（平成XX年度に採択された「○○プログラム」）

	②既設コース等の留
　学生受入れ状況
	(1)応募状況（過去５ヶ年）
(2)入学者の状況（過去５ヶ年）


	③既設コース等によ
　る学位取得状況
（過去３ヶ年）
	

	④これまでの修了者　
総数
	              人    （うち研究留学生　　　　　　人）

	⑤修了者の主な進路
	

	⑥見直しまたは改善を図った点
	

	⑦文部科学省等の政
府系資金及び民間
資金の獲得状況
	


【７．優先配置期間における具体的計画】
	※　受入れ開始後３年後の目標とそこに至る具体的計画（優先配置期間においてさらにどこを伸ばすのか）、国費外国人留学生を３年間確実に優先的に受け入れられるメリットを活用して、プログラムの自立化にどのように結びつけていくか。



【１】と【２】は合わせて１ページ以内に収めて下さい。





【３】は全部で２ページ以内に収めて下さい。





【４】は全部で２ページ以内に収めて下さい。





【５】と【６】は合わせて２ページ以内に収めて下さい。





【７】は全部で１ページ以内に収めて下さい。
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